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2010 年3 月9 日にZepp Tokyo で 「ミクの日感謝祭39's Giving Day 初音ミクコンサート」
が開催された。バンドの生演奏をバックに「初音ミク」という「歌手」が歌声を聞かせ39 曲
を披露し、約2700 人の観客が熱狂した。この初音ミクのコンサートはその後各地で行われ
ているが、場所は日本だけに留 まらない（1）。 2011年7 升2 日（現地時間）にはアメリカのロ
サンゼルスで、「MIKUNOPOLIS in LOS ANGELES 」と題して開催された。これは『Anime
Expo 2011 』の一環として行われたものであり、数多くのアメリカ大が初音ミクのパフォー








イ ド ル 歌 手 」 と し て 理 解 さ れ る も の だ（3）。 少 な く と も 、 私 た ち と 同 じ 水 準 の 生 物 で は な い 。
実 際 の コ ン サ ー ト 会 場 で は 、/ス テ ー ジ の 上 に 巨 大 な ア ク リ ル 製 の 透 明 な ス ク リ ー ン が 置 か
れ 、 そ こ に あ ら か じ め 用 意 さ れ て い た 初 音 ミ ク の 動 く 図 像 が 映 し 出 さ れ た 。 ラ イ ブ と は 言 っ
て も 、 実 質 的 に は た だ そ れ だ け に 過 ぎ な い 。 し か し 観 客 は 、 そ の ス ク リ ー ン に 向 か っ て 熱 い
声 援 を 送 り な が ら 、 ミ ク と 「 い ま ・ こ こ 」 を 共 有 し て い る よ う な 経 験 を 獲 得 し た の だ 。 こ の
と き の 「い ま ・ こ こ 」 の あ り 方 を 、 私 た ち は ど う 捉 え る こ と が で き る の だ ろ う 。 初 音 ミ ク の
「 実 在 」 や 「 現 前 」 と い っ た 問 題 を 、 ど う 捉 え れ ば い い の だ ろ う 。
本 稿 は 、 初 音 ミ ク と そ の 歌 声 を 聴 取 す る 者 と の 関 係 性 に 注 目 し な が ら 、 身 体 を め ぐ る 私 た
ち の 理 解 を 刷 新 す る こ と を 目 的 と し た 思 考 実 験 で あ る 。 こ こ で は と り わ け 、 身 体 表 象 と い う
も の が 問 題 に な る 際 の あ る 種 の 傾 向 に つ い て 批 判 的 に 着 目 す る こ と で 、 身 体 と い う も の を 文













VOCALOID という語は、「ボーカル・アンドロイド」に由来している。 VOGALOID は音声
合成システムの名称であると同時に、このシステムによって構成されるキャラクターの呼称
でもある。

























































































































































































































ができるような位置に自らの身体を占めさせているのである。 2010年3 月9 日のZepp
















































































































































1）2011 年に東京、札 幌、 シンガポールで初音ミクのコンサートが開催されている。
2） 今井晋「「軽薄な聴取」から「ライブ回帰」へ」（『ユリ イカ』第42 巻第10 号、2010 年9 月号、青土社）
に拠れば、近年のコンサート/ライブ には「オフ会」としての役割があ るという。
（3） クリプト ン・フュ ーチャー・メディ ア株式会社から発売 されている『キャラクター・ボーカル・シリ ー
ズ　初音ミク』のパッケージには、「ホップでキュートなバーチ ャル・アイドル歌手」とある。
（4） 筆者自身が専門とす る日本文学研 究の領域において、初音 ミクが論の対象となることはめったにない。
雑誌『國文學』（學燈社）で「「萌え」の正体」が特集として組 まれたとき（第53 巻第16 号、2008 年11
その諸相と東方・初音ミク」という文章が掲載されたが、井手口自身
は日本文学研究者ではない。そんな中、日本文学研究を専門とする千田洋幸は、東京学芸大学現代文化




かりの一つ とされてい る、文字列を通して読者に幻視される虚構的存在としての「語り手」への関心 の
延長上に初音ミクを見 ている とい う点では、おそらく千田も筆者 も同じ立場であるはずだ・。
（5） こうした人 間の話し声 を元にしたデータベースを活用した音声合成システムの先駆 として、株式会社
国際電気 通信基礎技術研究所（ATR ）の音声合成システム「CHATR 」がある。この「CHATR 」を応用
して制作された楽曲に、テイ・トウワのアルバム『Last Century Modern 』（1999 年）所収の「CHATR 」
がある。
（6） 公式ウェブサイト（http://www.crypton.co.jp/mp/pages/prod/vocaloid/cvOl.jsp）参照。　　△
（7） 東浩紀は、『思想地図JVo1.4 （2009 年、日本放送出版協会）所収の座談会、東浩紀・宇野常寛・黒瀬
陽平・氷川 竜介・山本寛 「座談会　物語 とアニメーションの未来」におい て、以下のような発言をして
いる。「想像力の中心はニ コニコ動 画に移っていて、今もっ とも勢いのあるコンテンツは『初音ミク』と
『東方』で、したがっ てコンテンツ批評 もアーキテクチャ分析 に還元されることになる。実際、○八年
にオタク界隈でもっとも人気を集めたキャラクターは初音ミクでしょう。 まさに、物語は要らない、マ
ンガもアニメ も要らない、必要なのはデ ータベースへのインターフェイスとしてのキャラクターのみ、
という傾向が現れてい た」（207 頁）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニ
（8）『DTM マガジン』（寺島情報企画）はパソコンによる音楽 （Desk Top Music ）の制作方法などを紹介
し た月刊 情報 誌であ る。 2007年11 月 号で「初音 ミク　うた う電子 の声」という特 集を組 み、以 降
VOCALOID にりい て積極的に紹介し ている。主にソフトウェアの使用方法（人の声に近づけるための
パラメータの調整 ＝「調教」のテクニック）や、VOCALOID を使用して楽曲を制作し かミュージシャン
たちの発言を中心的に取 り上げている。
（9）『S-F マガジン』第52 巻第8 号（2011 年8 月号、早川書房）は初音ミクを特集しているが、飯田一史
はこの号に所収の論稿「ミライのクルマ　未来派からミクヘ 」の中で、20世紀から21 世紀にかけての日
米の自動車産業の変遷を辿 りながらミクを位置づけようとする際に、「本特集が組まれた直接 の原因は、
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ト ヨタが北米でカロ ーラのCM  に初音ミ クを使用し、supercell の・ryoに よる代表的 なミ クアンセム
「ワールドイズマイン」を使用したことにある」（45 頁）と明かしている。飯田の発言をそ のまま受け取
ると、アメリカ社会 に承認されなけ れば、あるい はトヨタに承認されなければ、初音ミ クを特集しなかっ
たかもしれないという雑誌編集の権威主義的なあ り方が見えて きてしまう。
⑩　演野の初音ミク論の変遷は、演野智 史「初音ミク、その越境するキャラクター的身体について」（『S-F
マガジン』 第52 巻第8 号、2011 年8 月号、早川書房）の中で自ら整理している。
闘 「ニ コニコ動画上の初音ミ ク現象が、オープ ンソースやウ イキペデイアに似ているということ。この
指摘が重要なのは、上に見 たようなオープンソース的現象が、ユーチューブなどの動画共有サービス上
で はあ まり見かけることがで きないからです。（略）初音ミク現象では、「元ネタ→派生作 品（元ネタ）
→派生作品→……」とい うように、あ る派生作品が、また別 の派生作 品にとっての元ネタとなってい く
という、N 次ホップ の連鎖を生んでいることに特徴があ ります。つ まり初音ノミク現象は、「二次創作」と
いうよりは「N 次創作 」とで もいうべ きものだということです」（演野智史 『アーギテクチャの生態系』










る。津田大介 は牧村 憲一 との共著 『未来型サバイバル音楽論-USTREAM 、twitterは何を変えたの
か』（2010 年、中央公論新社）の中で次のように指摘している。「ボーカロイド のプロデューサーとして




クという、ボーカロ イド現象の中の一員、one of them とし て参加することはできる。しかし、あくまで
そ れはミュ ージシ ャンとして の自我 が一〇〇パ ーセント認めら れているわけではない。そこ のギャッ
プ、つまりクリエイターとしてのアイデンティティで悩 んでいるミュージシャンは、少なくないです」
（45～46 頁）。
㈲ 『らき☆ すた』は、美水かがみのマ ンガを原作 としたアニメ。「泉こなた」「柊 かがみ」らを中心とする
女子高生の日常を描く。監督は武本康弘、制作 は京都アニメ ーション。 2007年4 月から9 月 まで、チバ
テレビ などで放送された。
叫　 自動車メ ーカーであ るホンダでasimo の開発に携わっ た広瀬真人に拠 れば、asimo の開発に着手する
際に上司から「アトムのよう なロボット」を作 れと言われたという。「ヒューマノイド の夢『鉄腕アト ム』
コメンテ ーター㈱本田技研研究所上席研究員　広瀬真 人」（米沢嘉博編 『ロボットマンガは実現するか』
2002 年、実業之日本社、55 頁）参照。
（16）2011 年9 月11 日に起こったアメリ カ同時多発テロにおいて、WTC センタービ ルに航空機が激突し
たのを目撃したアメリ カ人が「Tまるでハリウッド映画のようだ」と感慨を述べ たということがよく知ら
れてい るが、そのよう な現状認識のあり方は、その現状認識を規定する ものとして虚構が存在している
ことを端的 に示している。





























増田聡「初音ミ クから遠く離 れて」、『ユリイカ』第40 巻第15 号、2008 年12 月臨時増刊号、青土社。
増田「デ ータベース、パクリ、初音ミク」（注17 参照）、171～172 頁。
増田「初音ミクから遠ぐ離れて」（注18 参照）、37～38 頁。
初出は『東京新聞j 1956 年11 月19 日～1957 年8 月18 日。
『室生 犀星全集』 第10 巻（1964 年、新潮社）、121 頁。
新村 出編 『広辞苑』 第五版（1998 年、岩波書店）、2022 頁。
広瀬正浩「ラジオから「肉声」 を聴くとい うこと 室生犀星 『杏っ子』が明らかにする肉声の仮想




初出は『群像』1968 年10 月号～1981 年3 月号、講談社。
(34) 初音ミクとの接触
冊　 広 瀬 正 浩 「電 話 す る 小 島 信 夫 一 電 子 メ デ ィ ア 論 と し て の 『別 れ る 理 由
』」
（日 本 近 代 文 学 会 東 海 支 部
編 『〈東 海 〉 を 読 む　 近 代 空 間 と 文 学
』2009
年 、 風 媒 社 ）、274 頁 。
叫　 東 浩 紀 『一 般 意 志2.0　 ル ソ ー 、 フ ロ イ ト 、 グ ー グ ル 』（2011 年 、 講 談 社 ）。　　　
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叫　 東 浩 紀 「 サ イ バ ー ス ペ ー ス は な ぜ そ う 呼 ば れ る か 」、『情 報 環 境 論 集　 東 浩 紀 コ レ ク シ ョ ンS
』2007
年 、
講 談 社 。
剛　 同 前 、293 頁 。 傍 点 原 文 。
剛　 本 編 で 例 示 し た よ う な 女 性 表 象 批 判 の 最 た る 例 は 、 上 野 千 鶴 子 ・ 小 倉 千 加 子 ・富 岡 多 恵 子 『男 流 文 学
諭
』
（1992 年 、 筑 摩 書 房 ） で あ り 、 戦 争 表 象 を め ぐ る 批 判 例 と し て は 、 岡 真 理 『記 憶/ 物 語
』
（2000 年 、
岩 波 書 店 ） が 挙 げ ら れ る 。　　　　　　　　　　　　
づ
33 こ う し た 読 者 や 視 聴 者 の 経 験 は 、 認 知 物 語 論 に お い て は 「参 照 点 モ デ ル 」 と い う 用 語 を 通 じ で 説 明 さ
れ て い る 。 認 知 主 体 は 、 あ る 対 象 （参 照 点 ） を 探 索 の 手 が か り と し な が ら 、 タ ー ゲ ッ ト に 到 達 し て い く 。
そ の 過 程 で 、 物 語 世 界 を 構 築 ＝ 把 握 ＝ 表 現 す る こ と に な る 。 西 田 谷 洋 『認 知 物 語 論 と は 何 か ？
』
（2006
年 、 ひ つ じ 書 房 ） 参 照 。
剛　 東 「サ イ バ ー ス ペ ー ス は な ぜ そ う 呼 ば れ る か 」、293 頁 。
35 そ の よ う な 日 常 生 活 の 風 景 を 描 い た も の の 一 つ に 、 川 上 弘 美 「神 様2011 」（『群 像
』
第66 巻 第6 号 、
2011 年6 月 号 、 講 談 社 ） が あ るO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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